
(57)【要約】

【課題】　透明導電膜の透明性の低下および脆化による

電気抵抗率が高くなることを抑え光の取り出し効率を向

上すると共に、光半導体装置の低背化を実現すること。

【解決手段】　光半導体素子３の上面に向かって高い屈

折率を有した透明導電膜６を、光半導体素子３上および

光半導体素子３近傍から外側に導出するリードフレーム

２ｂにかけて被覆させることにより、光半導体素子３の

半導体層と透明導電膜層間での屈折率に大きな差が生じ

なくなる。これにより、半導体層界面で全反射する光の

量が減少することから、光半導体素子３からの光の取り

出し効率が向上すると共に、ワイヤレス化により光半導

体装置の低背化を実現する事ができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 リ ー ド フ レ ー ム に 形 成 さ れ た 基 体 と 、 前 記 基 体 に 形 成 さ れ た 光 放 射 口 と 、 前 記 光 放 射 口
の 中 央 部 の 底 部 に 露 出 さ れ た 少 な く と も 一 対 の リ ー ド フ レ ー ム と 、 前 記 露 出 さ れ た 少 な く
と も 一 対 の リ ー ド フ レ ー ム の 第 一 の リ ー ド フ レ ー ム 表 面 に 発 光 面 を 上 面 に 導 電 性 接 着 剤 を
介 し て 搭 載 さ れ た 光 半 導 体 素 子 と 、 前 記 露 出 さ れ た 少 な く と も 一 対 の リ ー ド フ レ ー ム の 第
二 の リ ー ド フ レ ー ム と 前 記 光 半 導 体 素 子 と を 接 続 す る 透 明 導 電 膜 と か ら な り 、 前 記 第 一 の
リ ー ド フ レ ー ム と 前 記 透 明 導 電 膜 と の 間 に 絶 縁 領 域 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 、 光 半 導 体
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 半 導 体 素 子 の 発 光 領 域 を 前 記 透 明 導 電 膜 に よ り 被 覆 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ 記 載 の 光 半 導 体 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 半 導 体 装 置 に お い て 光 半 導 体 素 子 と リ ー ド フ レ ー ム と の 接 続 に 関 し 、 特 に
光 取 り 出 し 効 率 の 改 善 に 有 用 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ２ に 示 す 従 来 の 光 半 導 体 装 置 は 、 リ ー ド フ レ ー ム １ ０ ２ ａ に 光 の 取 り 出 し 口 と な る 開
口 部 を 備 え た 絶 縁 体 か ら な る 基 体 １ ０ １ を 形 成 し 、 開 口 部 の 底 面 に 光 半 導 体 素 子 １ ０ ３ を
開 口 部 に 露 出 し た リ ー ド フ レ ー ム １ ０ ２ に Ａ ｇ ペ ー ス ト １ ０ ４ を 介 し て 実 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 光 半 導 体 素 子 １ ０ ３ は 、 光 の 取 り 出 し 効 率 を 向 上 さ せ る た め 、 光 取 り 出 し 口 に 向
か っ て 高 い 屈 折 率 を 有 し た 透 明 導 電 膜 、 も し く は 屈 折 率 を 連 続 的 に 変 化 さ せ た 透 明 導 電 膜
が 形 成 さ れ て お り （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 そ の 上 面 に Ａ ｕ も し く は Ａ ｕ 合 金 の 導 電
性 ワ イ ヤ ー １ １ ０ を 接 続 し 、 リ ー ド フ レ ー ム １ ０ ２ ｂ と 通 電 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 光 半 導 体 素 子 １ ０ ３ を 保 護 す る た め 、 基 体 １ ０ １ の 内 部 に 光 半 導 体 素 子 １ ０ ３ お
よ び 導 電 性 ワ イ ヤ ー １ １ ０ を 覆 う よ う に 透 光 性 樹 脂 １ ０ ７ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ に よ り
、 光 半 導 体 素 子 １ ０ ３ を 搭 載 し た 光 半 導 体 装 置 と な る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ６ ５ ９ ２ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ５ ６ ５ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 構 成 で は 、 接 合 さ れ て い る 屈 折 率 の 異 な る 光 半 導 体 素 子 １ ０ ３ の
最 表 層 と 透 光 性 樹 脂 １ ０ ７ の 最 表 層 と の 界 面 で ス ネ ル の 法 則 に 従 い 、 光 の 一 部 が 全 反 射 し
、 残 り の 光 半 導 体 素 子 １ ０ ３ か ら 放 射 さ れ た 光 は 屈 折 し て 、 透 光 性 樹 脂 １ ０ ７ を 進 む が 、
そ の 際 に 光 半 導 体 素 子 １ ０ ３ と 透 光 性 樹 脂 １ ０ ７ の 屈 折 率 の 差 異 が 大 き く な る に つ れ 、 透
光 性 樹 脂 １ ０ ７ の 媒 体 中 に 取 り 込 ま れ る 光 の 量 が 小 さ く な る 。 す な わ ち 、 光 取 り 出 し 効 率
を 高 め る 為 に は 、 透 光 性 樹 脂 １ ０ ７ の 屈 折 率 を 高 く し 、 光 半 導 体 素 子 １ ０ ３ の 屈 折 率 と 、
同 じ も し く は 近 似 さ せ な け れ ば な ら な い 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 全 反 射 で 損 失 さ れ た 光 を 取 り 出 す た め 、 基 体 １ ０ １ の 開 口 部 を 光 半 導 体 素 子 １ ０
３ が 実 装 さ れ て い る 底 面 に 向 け て 、 小 さ く な る よ う に 傾 斜 を 持 た せ た す り 鉢 状 の 形 状 に 考
慮 し た り 、 基 体 １ ０ １ の 開 口 部 に 向 け て 露 出 さ れ た リ ー ド フ レ ー ム １ ０ ２ が 高 反 射 率 を 有
す る 表 面 に 仕 上 げ ら れ て い る な ど の 考 慮 が さ れ て い る が 、 こ の 場 合 、 放 射 強 度 や 光 束 が 限
ら れ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 ま た 、 従 来 の 構 成 で は 導 電 性 ワ イ ヤ ー の 形 成 時 に 高 温 に さ ら さ れ 、 透 明 導 電 膜 の 透 明 性
が 失 わ れ る だ け で な く 、 脆 化 に よ る 電 気 抵 抗 率 が 高 く な り 、 光 の 取 り 出 し 効 率 が 下 が る 。
さ ら に 、 表 面 活 性 が 低 い た め 密 着 性 に 難 が あ り 導 電 性 ワ イ ヤ ー に よ る 通 電 手 段 に 不 具 合 を
生 じ る 問 題 が あ る 。 ま た 、 導 電 性 ワ イ ヤ ー を 形 成 す る に は 、 ル ー プ と 称 さ れ 一 定 の 高 さ が
必 要 と さ れ 、 光 半 導 体 装 置 の 低 背 化 が 難 し い と い う 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 透 明 導 電 膜 の 透 明 性 の 低 下 お よ び 脆 化 に よ る
電 気 抵 抗 率 が 高 く な る こ と を 抑 え 、 光 の 取 り 出 し 効 率 を 向 上 す る と 共 に 、 光 半 導 体 装 置 の
低 背 化 を 実 現 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 リ ー ド フ レ ー ム に 形 成 さ れ た 基 体 と 、 基 体 に 形 成 さ れ た 光 放 射 口 と 、 光 放 射 口 の 中 央 部
の 底 部 に 露 出 さ れ た 少 な く と も 一 対 の リ ー ド フ レ ー ム と 、 露 出 さ れ た 少 な く と も 一 対 の リ
ー ド フ レ ー ム の 第 一 の リ ー ド フ レ ー ム 表 面 に 発 光 面 を 上 面 に 導 電 性 接 着 剤 を 介 し て 搭 載 さ
れ た 光 半 導 体 素 子 と 、 露 出 さ れ た 一 対 の リ ー ド フ レ ー ム の 第 二 の リ ー ド フ レ ー ム と 光 半 導
体 素 子 と を 接 続 す る 透 明 導 電 膜 と か ら な り 、 第 一 の リ ー ド フ レ ー ム と 透 明 導 電 膜 と の 間 に
絶 縁 領 域 を 備 え た こ と と 、 そ の 際 に 光 半 導 体 素 子 の 発 光 領 域 を 透 明 導 電 膜 に よ り 被 覆 さ れ
て い る 作 用 に よ り 、 光 半 導 体 素 子 か ら の 光 の 取 り 出 し 効 率 を 向 上 し 、 光 半 導 体 装 置 の 低 背
化 を 実 現 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 光 半 導 体 装 置 に よ れ ば 、 光 半 導 体 素 子 の 光 取 り 出 し 口 に 向 か っ
て 高 い 屈 折 率 を 有 し た 透 明 導 電 膜 が 光 半 導 体 素 子 上 お よ び 該 光 半 導 体 素 子 近 傍 か ら 外 側 に
導 出 す る リ ー ド フ レ ー ム に か け て 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 透 明 導 電 膜 の 透 明 性 の 低 下 お
よ び 脆 化 に よ る 電 気 抵 抗 率 が 高 く な る こ と を 抑 え 、 光 の 取 り 出 し 効 率 が 向 上 し 、 な お か つ
ワ イ ヤ レ ス 導 通 が 可 能 で あ る こ と か ら 光 半 導 体 装 置 を 低 背 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の
実 施 形 態 に 係 る 光 半 導 体 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 光 半 導 体 装 置 は 、 放 射 口 を 備 え た 中 央 部 ８ に 光 半 導 体 素 子 ３ が 搭 載 さ れ
た 基 体 １ を 有 し 、 基 体 １ に は 対 向 す る 一 対 の 導 電 性 を 有 す る リ ー ド フ レ ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ が
中 央 部 ８ か ら 外 側 に 向 か い 基 体 １ の 外 部 に 突 出 す る よ う 延 出 さ れ 、 延 出 さ れ た リ ー ド フ レ
ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ は 、 基 体 １ の 外 形 に 沿 っ て 下 方 に 折 り 曲 げ 加 工 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 中 央 部 ８ の リ ー ド フ レ ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 片 側 一 方 の リ ー ド フ レ ー ム ２ ａ に 、 上 下
面 に 電 極 を 有 し た 光 半 導 体 素 子 ３ の 下 面 電 極 （ 図 示 せ ず ） が 搭 載 さ れ 、 導 電 ペ ー ス ト ４ を
介 し て 電 気 的 接 続 を と っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 光 半 導 体 素 子 ３ の 上 面 電 極 （ 図 示 せ ず ） に は 、 １ ． ７ ～ ３ ． ０ の 高 い 屈 折 率 を
有 し た 膜 厚 １ ０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ の 透 明 導 電 膜 ６ が 、 も う 一 方 の リ ー ド フ レ ー ム ２ ｂ に か け て
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の と き 、 透 明 導 電 膜 ６ は 、 予 め 透 明 な 導 電 性 膜 と し て 生 成 さ れ た 透 明 導 電 フ ィ ル ム を
貼 付 す る 方 法 、 お よ び 、 イ オ ン ス パ ッ タ や イ オ ン ビ ー ム ス パ ッ タ な ど の 物 理 的 膜 生 成 法 、
並 び に 、 Ｍ Ｏ Ｃ Ｖ Ｄ や ゾ ル ゲ ル 法 な ど の 化 学 的 膜 生 成 法 を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 透 明 導 電 膜 ６ を 形 成 す る た め の ス パ ッ タ 装 置 や 真 空 装 置 な ど の 生 産 設 備 を 必 要 と
し な い 透 明 導 電 フ ィ ル ム を 貼 付 す る 方 法 が 好 適 で あ る 。 こ れ に よ り 、 光 半 導 体 素 子 ３ か ら
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の 光 を 遮 光 す る こ と な く リ ー ド フ レ ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ と 光 半 導 体 素 子 ３ と を 電 気 的 接 続 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の と き 、 中 央 部 ８ で リ ー ド フ レ ー ム ２ ａ は 光 半 導 体 素 子 ３ が 搭 載 さ れ る 箇 所 の み 基 体
１ か ら 露 出 さ れ 、 リ ー ド フ レ ー ム ２ ｂ は 中 央 部 ８ で 基 体 １ か ら 露 出 さ れ 、 光 半 導 体 素 子 ３
の 上 面 電 極 （ 図 示 せ ず ） と 下 面 電 極 （ 図 示 せ ず ） が 透 明 導 電 膜 ６ を 介 し て 導 通 す る こ と を
防 ぐ 絶 縁 領 域 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 光 半 導 体 素 子 ３ の 下 電 極 （ 図 示 せ ず ） と リ ー ド フ レ ー ム ２ ａ と の 導 通 接 続 部 を 樹
脂 や セ ラ ミ ッ ク ス な ど の 絶 縁 性 物 質 ５ で 被 着 し て 絶 縁 領 域 を 形 成 す る こ と が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 中 央 部 ８ に 露 出 し た リ ー ド フ レ ー ム ２ ａ お よ び ２ ｂ 、 光 半 導 体 素 子 ３ 、 透 明 導
電 膜 ６ 並 び に 絶 縁 性 物 質 ５ は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 や シ リ コ ー ン 樹 脂 な ど の 熱 硬 化 性 の 透 光 性 樹
脂 ７ で 封 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の と き 、 透 明 導 電 膜 ６ は 、 屈 折 率 が １ ． ７ ～ ３ ． ０ の 高 い 屈 折 率 で あ り 、 全 光 線 透 過
率 が ８ ０ ％ 以 上 で あ り 、 電 気 抵 抗 率 が ０ ． ０ ０ ０ ０ １ ～ ５ ０ Ω ・ ｃ ｍ の 範 囲 が 好 ま し く 、
０ ． ０ ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ０ ０ １ Ω ・ ｃ ｍ が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 、 光 半 導 体 素 子 ３ を 保 護 す る 透 光 性 樹 脂 ７ の 屈 折 率 が １ ．
４ の 場 合 、 従 来 の 構 成 と 比 較 し て 、 １ ． ７ ～ ３ ． ０ の 高 い 屈 折 率 の 透 明 導 電 膜 ６ を 形 成 す
る こ と で 発 光 素 子 ３ の 屈 折 率 を ２ ． ５ と 仮 定 し た 場 合 、 約 ２ ５ ％ 以 上 の 取 り 出 し 効 率 が 向
上 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 高 屈 折 率 を 有 す る 透 明 導 電 膜 ６ を 、 光 半 導 体 素 子 ３ 上 お よ び 光 半 導 体 素 子 ３ 近 傍
か ら 外 側 に 導 出 す る リ ー ド フ レ ー ム ２ ｂ に か け て 被 覆 さ せ る こ と に よ り 、 接 合 さ れ て い る
屈 折 率 の 異 な る 光 半 導 体 素 子 ３ の 最 表 層 と 透 明 導 電 膜 ６ の 最 表 層 と の 界 面 で 、 屈 折 率 に 大
き な 差 が 生 じ な く な る 事 か ら 、 半 導 体 層 界 面 で 全 反 射 す る 光 の 量 は 減 少 す る 。 そ の 結 果 、
位 相 す る 界 面 の 屈 折 率 差 と し て 、 透 明 導 電 膜 ６ の 屈 折 率 は 、 一 般 的 な 屈 折 率 １ ． ７ ～ ３ ．
５ の 光 半 導 体 素 子 ３ の 発 光 層 と 同 等 、 も し く は 光 半 導 体 素 子 ３ と 透 明 導 電 膜 ６ の 屈 折 率 の
差 が １ ． ５ 以 内 で 近 似 す る 屈 折 率 と な る 。 こ の 近 似 す る 屈 折 率 差 を 利 用 す る こ と で 、 光 半
導 体 素 子 ３ か ら の 光 の 取 り 出 し 効 率 が 向 上 し 、 低 消 費 電 力 に も 繋 が る 結 果 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 ワ イ ヤ レ ス 導 通 が 可 能 に な る こ と か ら 、 ル ー プ 高 度 を 保 持 す る こ と な く 光 半 導 体
装 置 を 低 背 化 す る こ と が で き る 。 そ の 際 に 、 従 来 の 光 半 導 体 装 置 と 比 べ 、 基 体 １ の 形 状 に
自 由 度 が 増 す こ と で 、 輝 度 や 放 射 強 度 、 光 束 に 自 由 度 が 増 し 、 演 色 性 に 富 ん だ 光 表 現 が 可
能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 光 半 導 体 装 置 は 、 高 輝 度 用 光 デ バ イ ス 等 と し て 有 用 で あ り 、 小 型 化 が 必 要 な 用
途 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 全 体 構 造 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ 】 従 来 の 半 導 体 装 置 の 全 体 構 造 を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ 　 基 体
２ ａ 　 リ ー ド フ レ ー ム
２ ｂ 　 リ ー ド フ レ ー ム
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３ 　 光 半 導 体 素 子
４ 　 導 電 ペ ー ス ト
５ 　 絶 縁 性 物 質
６ 　 透 明 導 電 膜
７ 　 透 光 性 樹 脂
８ 　 中 央 部
９ 　 凹 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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